
平
成
二
十
二
年
八
月
四
日
提
出

質

問

第

三

七

号

「
被
爆
体
験
者
」
に
対
す
る
被
爆
者
援
護
法
適
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

照

屋

寛

徳
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「
被
爆
体
験
者
」
に
対
す
る
被
爆
者
援
護
法
適
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書

「
悪
魔
の
兵
器
」
と
呼
ぶ
べ
き
原
爆
が
広
島
、
長
崎
に
投
下
さ
れ
て
か
ら
満
六
十
五
年
の
節
目
の
日
が
間
も
な
く
や
っ
て
く

る
。
世
界
は
、
大
勢
と
し
て
核
廃
絶
へ
と
確
実
に
向
か
っ
て
い
る
。
広
島
、
長
崎
の
悲
惨
な
被
爆
体
験
に
照
ら
し
、
人
類
が
核

兵
器
と
共
存
で
き
な
い
こ
と
は
明
確
で
あ
る
。

昨
年
八
月
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
「
無
血
革
命
」
と
も
称
す
べ
き
歴
史
的
な
政
権
交
代
が
実
現
し
た
。
政
権
交
代
に
よ
っ

て
誕
生
し
た
民
主
党
政
権
が
真
っ
先
に
や
る
べ
き
こ
と
は
、
核
廃
絶
に
向
け
た
取
り
組
み
強
化
と
全
て
の
「
被
爆
体
験
者
」
を

完
全
救
済
す
る
こ
と
で
あ
る
。

長
崎
へ
の
原
爆
投
下
か
ら
満
六
十
五
年
を
経
よ
う
と
し
て
い
る
今
日
、
「
被
爆
体
験
者
」
は
高
齢
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
被

爆
地
域
指
定
に
あ
た
っ
て
は
、
隣
接
地
域
の
ほ
と
ん
ど
を
除
外
し
た
極
め
て
違
法
性
の
高
い
政
令
に
よ
っ
て
、
多
く
の
「
被
爆

体
験
者
」
が
今
な
お
放
射
線
後
障
害
に
苦
し
ん
で
い
る
。
か
か
る
状
況
に
鑑
み
、
政
令
の
早
急
な
改
正
に
よ
っ
て
、
長
崎
の
爆

心
地
か
ら
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
で
被
爆
し
た
全
て
の
者
を
被
爆
者
に
認
定
し
、
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す

る
法
律
（
以
下
、
被
爆
者
援
護
法
と
い
う
）
に
基
づ
く
援
護
を
行
う
よ
う
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
私
が
本
質
問
主
意
書
に
お
い
て
「
被
爆
体
験
者
」
と
す
る
者
は
、
本
来
、
政
令
に
よ
っ
て
被
爆
地
域
の
対
象
と
な
る

一



べ
き
地
域
に
、
原
爆
投
下
時
に
居
住
あ
る
い
は
居
た
者
を
指
す
。

以
下
、
質
問
す
る
。

一

政
府
は
、
被
爆
者
援
護
法
第
一
条
第
三
号
で
定
め
る
「
身
体
に
原
子
爆
弾
の
放
射
能
の
影
響
を
受
け
る
よ
う
な
事
情
の
下

に
あ
っ
た
者
」
を
い
か
よ
う
に
定
義
づ
け
て
い
る
の
か
。
「
放
射
能
の
影
響
」
と
い
う
概
念
に
、
い
わ
ゆ
る
「
残
留
放
射

能
」
「
体
内
被
曝
」
「
微
量
放
射
能
」
を
含
む
か
否
か
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
上
で
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

政
府
は
、
被
爆
者
援
護
法
第
一
条
第
一
号
に
定
め
る
「
政
令
で
定
め
る
こ
れ
ら
隣
接
す
る
区
域
」
（
以
下
、
隣
接
被
爆
地

域
と
い
う
）
を
指
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
い
か
な
る
科
学
的
、
医
学
的
根
拠
に
よ
っ
て
当
該
区
域
を
線
引
き
区
分
し
た
の

か
、
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
隣
接
被
爆
地
域
の
線
引
き
区
分
に
あ
た
っ
て
、
い
つ
、
い
か
な
る
方
法
で
、
ど
の
よ

う
な
実
地
調
査
を
実
施
し
た
の
か
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
仮
に
、
実
地
調
査
を
実
施
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
そ
の
理
由
を
示
さ
れ
た
い
。

三

放
射
能
の
影
響
と
い
う
観
点
か
ら
、
原
子
雲
の
経
時
的
、
空
間
的
存
在
範
囲
及
び
放
射
性
降
下
物
に
つ
い
て
、
政
府
は
い

か
な
る
見
解
を
有
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
科
学
的
根
拠
を
示
し
た
上
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

被
爆
者
援
護
法
の
理
念
と
趣
旨
は
、
「
被
爆
体
験
者
」
を
含
む
被
爆
者
全
員
の
救
済
で
あ
る
。
従
っ
て
、
被
爆
者
側
に
被

二



爆
に
対
す
る
科
学
的
、
医
学
的
根
拠
の
立
証
責
任
を
求
め
る
の
は
誤
り
で
あ
り
、
放
射
能
の
影
響
を
受
け
る
恐
れ
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
を
否
定
す
る
国
側
に
立
証
責
任
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

五

「
被
爆
体
験
者
」
は
高
齢
化
し
、
今
な
お
放
射
線
後
障
害
で
苦
し
ん
で
い
る
。
一
刻
も
早
く
政
令
改
正
を
実
施
し
、
長
崎

の
爆
心
地
か
ら
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
で
被
爆
し
た
全
て
の
者
を
被
爆
者
と
し
て
認
定
す
る
と
と
も
に
、
被
爆
者
援
護
法

に
基
づ
く
援
護
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
。
政
府
は
、
隣
接
被
爆
地
域
拡
大
の
た
め
の
政
令
改
正
を
直
ち
に
実
施
す
る
考
え
を

有
し
て
い
る
か
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。
仮
に
、
政
令
改
正
を
必
要
と
し
な
い
と
の
見
解
で
あ
れ
ば
、
そ
の
理
由
を
示
さ
れ

た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


